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内容の要旨および審査の結果の要旨（抄録）
大腿骨頭壊死症の発生メカニズムについては明らかにされていない。その発生メカニズムが不明である
大きな要因の一つとしてウ大腿骨頭壊死症の適当なモデルが確立されていないことが考えられる。本研究
において，大腿骨頚部の骨髄腔を温存し，より臨床に類似した大腿骨頭壊死モデルの作成を目的に，成熟
.。『
イヌを股関節脱臼単独群（Ａ群)，内外側大腿回旋動静脈結紮単独群（Ｂ群)，脱臼十動静脈ｉ吉紮群（Ｃ群）
の３群に分け２週および４週で病理組織学的検討を行った。病理組織学的検討では，Ａ群およびＢ群には
骨髄組織の軽度の変化は認められたが骨壊死像は認められなかった。しかし，股関節脱臼に内外側大腿回
旋動静脈結紮を加えたＣ群では，２週および４週の時点で10頭中８頭（80％）に明らかに骨壊死像が認め
られた。その壊死領域は頚部側より関節面に向かって広く分布しており，また線維性組織，添加骨形成等
の修復像は臨床の大腿骨壊死症でみられる病理像と同様であり，このモデルは臨床にかなり類似した大腿
骨壊死モデルと考えられた。また，脱臼十動静脈結紮群に対して核磁気共鳴画像(magneticresonance
imaging，MRI）を用いて検討を行ったところ，５頭中３頭の大腿冒頭において骨壊死像をMRIで画像
として捉えることができた｡MRI上の異常所見としてはＴ１強調画像で骨頭中心部より関節面にかけて
の均一な低信國或,および骨頭内の頚部側凸帯状低信号域が各１頭ずつにみられた。また，他の１頭はＴ
ｌ強調画像では異常像を指摘しえないがＴ２強調画像で関節面に接して狭い領域に高信号域がみられた。
成熟イヌ10頭を用いて大腿骨頭血流測定を行ったところ，脱臼前の血流量78.8±19.7ml／ｍin／100,1(平
均±標箪偏差）で，股関節後方脱臼単独の場合には大腿骨頭I､流璽は32.1±15.4,1／ｍin／100mlと正常の40.7
％に減少したが，股関節後方11it臼に内外側大腿回旋動静脈結紮を加えた場合には、大腿骨頭I､流量は11.6
±10.3ml／min／100mlと正常の14.7％と著明に減少した。血流測定結果より病理所見を検討すると骨壊死
発生のためには大腿骨頭I､流量が正常の約20％以下に減少することが必要と考えられた。この大腿骨頭壊
死モデルは，大腿骨頭壊死症の発生および修復のメカニズムの解明，予防法および治療法の開発において
有用と思われた。
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